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■
陳
情
第
７
号

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減

し
、
学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成

の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

【
反
対
意
見
】

・
高
浜
市
で
は
、
近
隣
の
市
よ
り
十

分
に
助
成
さ
れ
て
い
る
の
で
反
対
。

【
賛
成
意
見
】

・
高
浜
市
は
助
成
を
し
て
い
る
が
、

他
の
自
治
体
で
は
対
象
者
も
多
く

全
額
出
し
て
お
り
賛
成
。

■
陳
情
第
８
号

「
戦
争
法
案
と
い
わ
れ
る
、
安
全
保

障
体
制
の
見
直
し
を
行
わ
な
い
よ

う
国
に
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

【
反
対
意
見
】

・
先
進
国
の
一
国
で
あ
る
日
本
が
ど

の
よ
う
に
国
際
協
力
を
し
て
い
く

か
も
含
め
、
安
全
保
障
の
体
制
、

法
整
備
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
反
対
。

【
賛
成
意
見
】

・
多
く
の
憲
法
学
者
が
違
憲
と
の
見

解
。
８
割
の
人
が
今
国
会
で
通
す

こ
と
は
審
議
不
足
で
あ
る
と
い
う

世
論
調
査
も
あ
り
、
賛
成
。

【
意
見
案
第
１
号
】

陳
情
第
３
号
が
採
択
さ
れ
た
の
で
、

意
見
案
の
意
見
書
を
提
出
、
可
決
し
、

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
大
臣
へ
送
付

し
ま
し
た
。 意　

見　

案

議案等に対する各議員の態度

種類／番号

※陳＝陳情　意＝意見案

件　　　　　　 　　　　　名

９月定例会 結 果 ○＝賛成　●＝反対　△＝趣旨採択

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める陳情
国民の声に耳を傾けた安全保障関連法（案）の審
議を日本政府に求める意見書提出に関する陳情
国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求
める陳情
愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情
私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格差を是正
するために市町村独自の授業料助成の拡充を求める陳情
「戦争法案といわれる、安全保障体制の見直しを行
わないよう国に求める意見書」の提出を求める陳情

陳 第３号 採 択 ◯
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△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

陳 第４号 不 採 択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◯◯

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●△◯

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●△◯

陳 第５号 趣旨採択 ◯

陳 第６号 趣旨採択 ◯

◯

◯

陳 第７号 不 採 択

陳 第８号 不 採 択

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

安全保障法制の慎重審議を求める意見書 ◯● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●◯

意 第１号 可 決

意 第２号 否 決

※幸前信雄議員は議長職のため、表決権はありません。
※陳情第4号については、委員会では全員賛成であったが、その後国会で法案が可決・成立したため反対意見に変わった議員もいます。

公

明

党

開

拓

志

大
家
族
た
か
は
ま
ク
ラ
ブ

市
政
ク
ラ
ブ

各
派
名

共

産

党

市
民
ク
ラ
ブ

柴
田
耕
一

杉
浦
辰
夫

浅
岡
保
夫

北
川
広
人

鈴
木
勝
彦

杉
浦
敏
和

柳
沢
英
希

内
藤
と
し
子

長
谷
川
広
昌

黒
川
美
克

神
谷
利
盛

神
谷
直
子

杉
浦
康
憲

小
野
田
由
紀
子

小
嶋
克
文

議
員
氏
名

一 般
質 問

一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般について市の方針をただす
ものです。なお、掲載文は質問議員本人の原稿によるもので、各議員の質問と当
局の答弁の要旨は次のとおりです。

の
ここが聞きたい!!
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開
館
か
ら
20
年
間
の
総
括
と
７

年
間
の
指
定
管
理
期
間
の
管
理
者
に

対
す
る
評
価
は
。

　
　

か
わ
ら
の
ま
ち
高
浜
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
高
め
、
都
市
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
や
市
民
参
加
に
よ
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
、

「
協
働
の
ま
ち
高
浜
」
を
創
り
上
げ

る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

管
理
者
に
は
、
特
に
広
報
活
動
で
は
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
さ
で
高
浜
市
の
Ｐ
Ｒ

に
大
き
く
貢
献
し
、
専
門
性
を
有
す

る
施
設
保
守
に
よ
り
、
中
長
期
整
備

計
画
を
作
成
。
日
常
の
管
理
・
点
検

に
よ
り
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
っ
て
頂
い
た
。

　
　

今
年
度
で
指
定
管
理
期
間
が
終

了
す
る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

20
年
で
培
っ
た
美
術
館
の
イ
メ

ー
ジ
を
残
し
つ
つ
、
美
術
品
鑑
賞
の

場
か
ら
、
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
り
、

様
々
な
発
信
が
で
き
る
文
化
交
流
施

設
を
目
指
す
。
現
指
定
管
理
者
と
の

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
高
浜
分
院

の
医
療
・
介
護
面
で
期
待
で
き
る
役

割
は
。

　
　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

日
常
生
活
の
看
護
や
医
療
処
置
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
訪
問

回
数
が
月
3
0
0
件
に
達
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
調
整

を
行
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
や
、

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護

看
護
を
担
っ
て
頂
け
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　
　

２
０
２
５
年
問
題
を
含
め
て
、

西
三
河
南
部
西
医
療
圏
に
は
病
床
ニ

ー
ズ
は
更
に
増
す
と
考
え
る
が
、
分

院
の
建
替
え
の
今
後
の
展
開
は
。

　
　

医
療
法
人
豊
田
会
は
、
ベ
ッ
ド

を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
中

央
公
民
館
の
機
能
移
転
が
予
定
さ
れ

る
中
、
市
の
中
心
地
で
あ
り
、
利
便

性
も
高
く
、
分
院
の
移
転
候
補
地
と

し
て
最
適
で
あ
る
と
考
え
る
。
将
来

の
こ
の
医
療
圏
域
の
病
床
状
況
を
考

え
る
と
、
病
院
が
無
く
な
れ
ば
、
医

療
と
介
護
の
連
携
も
取
り
に
く
く
な

る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
病
院
を
残
す

の
か
、
自
立
し
た
病
院
に
な
っ
て
頂

く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
説
明
会
等

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
頂
き

な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

教
育
基
本
構
想
に
お
け
る
高
浜

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
。

　
　

高
浜
の
子
ど
も
の
幼
・
保
・

小
・
中
12
年
間
の
学
び
を
つ
な
げ
る

た
め
の
異
校
種
間
連
携
の
一
つ
の
柱

で
す
。
ね
ら
い
は
二
つ
あ
り
、
高
浜

の
教
育
財
産
で
あ
る
「
ひ
と
・
も

の
・
こ
と
」
を
学
ぶ
こ
と
と
、
探
求

力
、
表
現
力
、
実
践
力
を
つ
け
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
各
学

年
や
園
で
共
通
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　

高
浜
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
、

中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
。

　
　

職
業
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
自

己
の
理
想
的
な
生
き
方
を
見
つ
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
生
涯
に
わ
た

り
努
力
で
き
る
よ
う
学
習
内
容
を
組

み
立
て
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
い
う
と
、
職
業
に
特
化
し
た
学
習

を
指
し
ま
す
が
、
高
浜
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
け
る
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
を
職
業
や
仕
事

に
限
定
せ
ず
、
自
分
の
努
力
や
、
体

験
、
知
識
、
技
能
、
考
え
方
を
含
め

て
い
ま
す
。
選
択
の
結
果
よ
り
も
、

過
程
や
経
験
を
大
切
に
し
、
自
分
と

向
き
合
い
、
理
想
と
現
実
と
の
差
を

受
け
止
め
、
困
難
に
負
け
ず
に
我
慢

強
さ
を
持
ち
、
リ
ス
タ
ー
ト
を
切
れ

る
強
い
意
志
を
身
に
着
け
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
一

年
生
で
、
高
浜
で
働
い
て
い
る
方
の

お
話
を
聞
く
職
業
セ
ミ
ナ
ー
、
二
年

生
で
三
日
間
の
職
業
体
験
、
三
年
生

で
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
や
修
学

旅
行
先
で
の
職
場
訪
問
を
し
ま
す
。

市
の
防
災
訓
練
も
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
と
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
。

　
　

「
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

様
々
な
出
来
事
の
背
景
に
あ
る
目
に

見
え
な
い
価
値
や
意
味
を
真
剣
に
問

い
掛
け
な
が
ら
自
分
な
り
に
と
ら
え

よ
う
と
す
る
姿
に
醍
醐
味
が
あ
り
ま

す
」
と
い
う
文
部
科
学
省
の
考
え
方

と
、
高
浜
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る

中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
一
致
し

て
お
り
、
現
在
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
き
、
平
成
28
年
度
末
に
中
学

校
三
年
生
ま
で
の
単
元
計
画
を
完
成

さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の
実
態

と
授
業
の
内
容
や
展
開
が
ず
れ
て
い

な
い
か
を
振
り
返
り
、
よ
り
効
果
的

な
授
業
展
開
を
工
夫
し
、
行
事
と
の

連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北川 広人 議員

神谷 直子 議員

問問

問

問

問問

問

答

答

答

答答

答

答 教
育
基
本
構
想
に
つ
い
て

か
わ
ら
美
術
館
に
つ
い
て

地
域
に
お
け
る
医
療
と

介
護
の
連
携
に
つ
い
て


